
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加申し込み：10/2（月）～10/20（金）の間に、下記いずれかの方法で申し込んでく

ださい。申込時に参加者全員の氏名、住所、電話番号（グループの場合は代表者の連絡先

でもよい）が必要です。 

 申し込み先：エコパートナーシップうじたわら事務局（宇治田原町役場建設環境課） 

電話：0774-88-6639（平日 8:30～17:15） 

FAX：0774-88-3231 

Email：junkan@town.ujitawara.lg.jp（FAX,mail とも 20 日 17:15 着締切） 

 持ち物等：山歩きに最適な服装（長袖、長ズボン、帽子、歩きやすい靴）、昼食、飲み物、 

     必要に応じて虫よけ等。 
 ※申し込み受け付けは締切日または定員に達し次第締め切ります。 

 ※雨天等により中止する場合は参加者に連絡いたします。 

 ※参加者には「行事保険」を掛けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

うじたわらの木
もっ

くん   ～茶文化の源 水・緑・生命の環を育む和みのまち～ 

発行日：2023 年 10 月１日（第 97 号）  編集・発行：エコパートナーシップうじたわら広報部会 

                    事務局  TEL（８８）６６３９  FAX（８８）３２３１ 

2023年 10月 28日（土） 
９時～14時（予定） 

会場：宇治田原町役場～御林山 

（役場玄関前集合・解散） 

御林山で豊かな宇治田原町の自然環境にふれよう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暦のうえでは、８月 16 日から立秋を迎え、秋の季節となっています。ところが、今夏の日本列島は、その残暑が猛

暑・酷暑とコトバの表現にきびしさが続いておりますが、11月８日の立冬まで、身近な秋を探してみましょう。 

 サトウ・ハチローさんの名詩「小さい秋」にも歌われているように、また古今和歌集には、藤原敏行の「秋きぬと目に

はさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる」と詠まれていますね。 

９月 29 日は中秋の名月（芋名月）として、里芋やススキを飾り祝います。ちなみに、10 月 29 日はのちの月（豆

名月・栗名月）として祝います。近年の宇宙開発として、月の探査機やロケットにより人間が月面着陸と科

学的な調査にありますが、やはり日本人の感性は大自然を愛でる国民です。 

ヒガンバナ、別名マンジュシャゲ（ヒガンバナ科）が美しく田畑を飾れば、キンモクセイ（モクセイ科）

のさわやかな香りに包まれます。 

 春の七草は七草粥にして食しますが、秋の七草は食べず鑑賞用です。ハギ（マメ科）、ススキ（イネ科）、

クズ（マメ科）、ナデシコ（ナデシコ科）、オミナエシ（オミナエシ科）、フジバカマ（キク科）、キキョウ（キ

キョウ科）が秋の七草ですね。その草むらには、鳴く虫の演奏会です。よく知られているエンマコオロギと

ツヅレサセコオロギ（ともにコオロギ科）やスズムシ（スズムシ科）、マツムシ（マツムシ科）、クサヒバリ

（クサヒバリ科）、ウマオイ（キリギリス科）などが名演奏家です。苅田のうえには、山頂で避暑をしていた

ナツアカネやアキアカネ（ともにトンボ科）が涼し気に翔んでいます。 

 アブラゼミやクマゼミのあとは、ヒグラシにミンミンゼミ、ツクツクボウシ（いずれもセミ科）が、リズ

ミカルに啼いています。 

 空の大気が澄んでくると、夏から秋への星座に眼を移しましょう。少しずつ西へ移動する夏の大三角のこ

と座のベガ、はくちょう座のデネブ、わし座のアルタイルが名残にあり、東からおうし座のアルデバランや

カシオペアやアンドロメダ座が望まれます。天頂にはペガススがあります。 

 おいしい秋の木の実、クリやアケビもごちそうですネ。 

 そろそろ宇治田原の秋祭りのご準備ですね。みなさんの健康を祈念して、秋を愉しみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

エコパートナーシップうじたわら事務局 （宇治田原町建設環境課内）      

〒610－0289 京都府綴喜郡宇治田原町大字立川小字坂口 18-1 

TEL 0774-88-6639  FAX 0774-88-3231  E メール：junkan@town.ujitawara.lg.jp 

会報のバックナンバーをご覧いただけます 

 宇治田原町役場ＨＰ「MENU（くらし・手続き）」⇒「生活・環境」⇒「エコパートナーシップうじたわら」 

茶文化の源 水・緑・生命の環
わ

を育む和みのまち 宇治田原 

 今年度策定が予定されている「宇治田原町環境基本計画」について、特に「宇治田原の強み」「宇治田

原らしい取組」などについて、エコパートナーシップうじたわらの会員と一緒に考えてみませんか？ 

 当日は基調講演やワークショップを予定しています。 

エコパートナー・住民交流会 

エコパートナーシップうじたわら賛助会員 

 

自然・生活部会 阪本 伊三雄 「四季の移ろい・秋を愉しむ」 

2023 年 10 月 15 日（日）14 時～ 
宇治田原町総合文化センター研修室１ 

濱田プレス工藝株式会社 

宇治田原町 宇治田原工業団地管理組合 須河車体株式会社 

宇治田原町区長会 宇治田原町森林組合 宇治田原町商工会 

対象：町内在住・在勤（小学生以下は保護者同伴） 

定員：30 名（要事前申し込み） 

宇治田原の環境について語ろう！ 

エコパートナーシップうじたわら事務局

（下記）まで 

mailto:junkan@town.ujitawara.lg.jp

